
特
集
・
晴
唐
期
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
宗
派
意
識

コ
メ
ン
ト
　
日
中
韓
仏
教
の
宗
教
意
識
を
考
え
て

林

鳴
　
宇

林

　
二
〇
〇
六
年
十
一
月
十
一
日
、
学
習
院
大
学
「
東
ア
ジ
ア
海
文
明

の
歴
史
と
環
境
」
研
究
機
構
は
、
平
成
十
八
年
度
第
二
回
東
ア
ジ
ア

海
文
明
セ
ミ
ナ
「
陪
唐
期
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
宗
派
意
識
」
を
開
催
し
、

馬
渕
昌
也
教
授
の
司
会
の
も
と
で
会
議
が
行
わ
れ
た
。
駒
澤
大
学
の

吉
津
宜
英
教
授
に
よ
る
「
中
国
階
唐
時
代
に
お
け
る
大
法
の
形
成

　
　
教
・
宗
・
教
宗
一
体
の
流
れ
を
考
察
し
て
」
、
学
習
院
大
学
の

新
川
哲
雄
教
授
に
よ
る
「
最
澄
に
お
け
る
一
向
大
乗
寺
の
構
想

宗
派
確
立
の
観
点
か
ら
ー
」
、
姫
路
濁
協
大
学
の
金
天
鶴
準
教
授

に
よ
る
「
新
羅
下
代
に
お
け
る
華
厳
宗
と
禅
宗
の
宗
派
意
識
」
、
中

国
復
旦
大
学
の
陳
引
馳
教
授
に
よ
る
「
中
唐
文
人
の
仏
教
宗
派
意
識
」
、

張
偉
然
教
授
に
よ
る
「
中
国
仏
教
宗
派
形
態
の
差
異
と
地
域
環
境
」

と
い
う
研
究
発
表
が
な
さ
れ
た
。

　
諸
先
生
方
の
発
表
は
、
六
世
紀
か
ら
十
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
仏
教
界
の
宗
派
意
識
を
中
心
に
な
さ
れ
た
。
研
究
の
視
点
か
ら
論

証
の
手
法
ま
で
、
そ
の
綿
密
な
内
容
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特

色
を
有
し
、
一
堂
に
集
ま
っ
た
日
中
韓
三
国
の
学
者
に
、
多
く
の
刺

戟
を
与
え
、
活
発
に
質
疑
応
答
や
議
論
が
な
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、
五

人
の
先
生
方
に
対
し
重
ね
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
筆
者
は
幸
い
、

武
蔵
野
大
学
の
陳
継
東
先
生
と
と
も
に
、
会
議
の
通
訳
及
び
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
し
て
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
場
を

借
り
て
、
そ
の
時
の
先
生
方
の
ご
高
説
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
稚
拙
な
が
ら
私
の
感
想
を
示
し
た
い
。

一、

ｳ
・
宗
と
祖
・
宗

　
吉
津
先
生
は
、
ま
ず
仏
教
が
イ
ン
ド
か
ら
中
国
へ
伝
来
し
た
当
初
、

中
国
人
は
一
切
の
「
教
」
を
釈
尊
の
も
の
と
統
合
し
よ
う
と
し
た
が
、

人
々
の
根
機
の
違
い
に
よ
り
統
合
さ
れ
た
「
教
」
に
対
す
る
理
解
が

異
な
っ
た
た
め
、
教
判
（
教
相
の
判
釈
）
が
生
じ
、
ま
た
、
釈
尊
の

「
教
」
の
受
容
程
度
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
「
宗
」
が
強
調
さ
れ
た
と
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発
表
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
唐
代
の
宗
密
が
「
禅
教
一
致
論
」
を
唱
え
、

土
着
の
禅
宗
も
「
教
」
に
融
合
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
教
、
大
法
が

成
立
し
、
「
教
宗
一
体
」
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
階
唐
以
降
の
中
国

仏
教
は
、
各
宗
派
の
意
識
よ
り
も
仏
教
と
仏
教
以
外
の
思
想
や
宗
教

と
を
区
別
す
る
意
識
が
強
か
っ
た
と
推
論
さ
れ
た
。

　
こ
の
推
論
と
ほ
ぼ
同
様
の
論
調
が
、
南
宋
に
成
立
し
た
仏
教
史
伝

書
『
釈
門
正
統
』
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
天
下
に
二
道
無
く
、
仏
祖
に
二
心
無
し
。
心
無
二
な
れ
ば
、
其

　
　
れ
　
な
る
の
み
。

　
　
〔
天
下
無
二
道
、
仏
祖
無
二
心
。
心
無
二
焉
、
其
者
　
耳
。
〕

　
　
（
『
釈
門
正
統
』
巻
八
「
禅
宗
相
渉
載
記
」
）

　
宋
代
に
お
け
る
天
台
と
禅
宗
の
教
理
対
立
に
つ
い
て
、
『
釈
門
正

統
』
の
編
者
で
あ
る
宗
鑑
は
、
守
る
べ
き
仏
の
教
え
は
た
だ
一
つ
で

あ
り
、
た
と
え
天
台
と
禅
宗
の
よ
う
に
教
理
の
対
立
が
あ
っ
て
も
、

い
ず
れ
も
仏
祖
の
本
心
で
は
な
く
、
世
に
現
し
た
方
便
で
あ
る
と
す

る
。
確
か
に
、
大
教
が
成
立
す
る
と
、
仏
教
各
宗
の
独
自
性
は
教
化

の
た
め
に
持
た
さ
れ
た
方
便
に
過
ぎ
な
い
と
宗
鑑
は
説
く
。

　
し
か
し
そ
の
後
、
宗
鑑
は
、
一
転
し
て
禅
宗
を
批
判
し
た
。
す
な

わ
ち
、
仮
り
に
禅
宗
の
説
が
正
し
け
れ
ば
、
仏
の
教
え
と
一
致
す
べ

き
で
あ
る
と
し
、
ま
た
禅
宗
の
説
く
「
直
指
人
心
」
に
つ
い
て
、
そ

の
初
志
は
よ
い
と
し
て
も
、
教
え
が
巧
み
で
な
い
た
め
、
天
台
教
学

の
よ
う
に
正
し
く
観
心
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
批
判
し
た
と
い
う
。

　
自
宗
へ
の
非
常
に
強
い
こ
だ
わ
り
は
、
現
在
の
日
中
韓
仏
教
の
各

宗
派
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
三
つ
の
国
に
お
け
る
仏
教
宗
派
の
成
立

と
発
展
に
伴
い
、
イ
ン
ド
仏
教
に
は
存
在
し
な
い
新
し
い
要
素

祖
先
祭
祀
が
新
た
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ

と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
宗
」
の
成
立
は
、
決
し
て
学
問
学
説

の
違
い
の
み
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
儒
教
的
な
「
家
」
、
「
宗
族
」
、

そ
し
て
一
族
の
精
神
的
な
支
柱
で
あ
る
自
族
の
「
祖
」
へ
の
祭
祀
な

ど
の
概
念
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
も
考
慮
し
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
視
座
が
変
わ
れ
ば
、
階
唐
期
の
「
教
・
宗
」
問
題

を
さ
ら
に
展
開
さ
せ
る
余
地
が
あ
る
。
つ
ま
り
「
祖
」
に
対
す
る
認

識
の
有
無
に
よ
っ
て
、
セ
ク
ト
（
1
1
学
派
）
と
し
て
の
「
宗
」
が
認

め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
「
祖
」
の
概
念
の
確
立
も
、
階
唐
期
の
仏
教

が
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
唐
代
の
儒
者
孔
穎
達
は
次
の
よ
う
に
言
う
、

　
　
祖
、
始
な
り
、
言
い
て
道
徳
の
初
始
と
為
る
が
故
に
祖
と
云
う

　
　
な
り
。
宗
、
尊
な
り
、
徳
有
り
て
尊
ぶ
べ
し
を
以
て
が
故
に
宗

　
　
と
云
う
。

　
　
〔
祖
、
始
也
、
言
為
道
徳
之
初
始
、
故
云
祖
也
。
宗
、
尊
也
、

　
　
以
有
徳
可
尊
、
故
云
宗
。
〕
（
『
礼
記
注
疏
』
巻
四
十
六
）

　
中
国
的
な
思
惟
法
か
ら
す
れ
ば
、
祖
す
べ
き
も
の
が
あ
れ
ば
こ
そ
、

宗
す
べ
き
も
の
が
は
じ
め
て
成
立
す
る
。
仏
教
が
、
イ
ン
ド
か
ら
中

国
へ
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
中
国
で
「
宗
」
の
概
念
を

確
立
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
祖
」
の
存
在
を
切
り
離
し
て

は
理
解
し
得
な
い
。

　
　
「
禅
教
一
致
論
」
を
唱
え
た
宗
密
で
も
、
自
著
『
注
法
界
観
門
』
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の
中
で
、

　
　
姓
は
杜
、
名
は
法
順
（
中
略
）
是
れ
華
厳
新
旧
二
疏
の
初
め
の

　
　
祖
師
。
嚴
尊
者
は
二
祖
と
為
り
、
康
蔵
国
師
は
三
祖
と
為
る
。

　
　
〔
姓
杜
、
名
法
順
（
中
略
）
是
華
厳
新
旧
二
疏
初
之
祖
師
。
嚴

　
　
尊
者
為
二
祖
。
康
蔵
国
師
為
三
祖
。
〕

と
祖
統
説
を
強
調
し
た
。
祖
統
の
確
立
は
、
宗
密
が
華
厳
一
宗
の
独

自
性
を
強
く
主
張
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
禅
教
一
致
論
」

の
提
出
も
、
決
し
て
自
ら
相
承
し
続
け
た
「
祖
」
と
「
宗
」
を
放
棄

し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
同
様
に
、
大
法
が
統
合
さ
れ
た
陪
唐
期
に
は
、
教
判
の
異
な
る
各

「
セ
ク
ト
」
が
「
祖
」
へ
の
執
着
を
あ
ら
わ
に
し
、
自
ら
大
法
の
真

の
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
世
間
に
示
そ
う
と
し
た
。
禅
宗
で
は
、
古

の
「
祖
」
に
よ
る
「
伝
法
」
（
種
々
の
禅
宗
伝
法
偶
を
参
照
）
や

「
伝
衣
」
（
柳
田
聖
山
『
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』
三
八
七
頁
に
詳
し

い
説
明
が
あ
る
）
が
珍
重
さ
れ
、
釈
尊
か
ら
正
法
を
伝
え
ら
れ
た
の

は
禅
門
の
み
で
あ
る
と
し
た
。
一
方
、
天
台
に
お
い
て
は
、
「
金
口

相
承
」
、
「
今
師
相
承
」
な
ど
の
師
資
相
承
の
例
を
挙
げ
、
釈
尊
か
ら

伝
え
ら
れ
た
大
法
は
、
竜
樹
菩
薩
を
経
て
智
顕
へ
と
受
け
継
が
れ
た

と
智
頻
が
『
摩
詞
止
観
』
の
中
で
記
し
て
い
る
。

　
階
唐
時
代
の
仏
教
各
派
は
、
自
ら
「
○
○
宗
」
で
あ
る
と
明
言
し

な
い
も
の
の
、
「
宗
」
と
し
て
の
独
自
性
や
正
統
性
を
誇
示
す
る
際

に
、
他
派
と
異
な
る
宗
旨
に
よ
り
、
独
自
の
祖
統
説
を
樹
立
し
た
点

も
看
過
で
き
な
い
。

　
宋
代
に
入
る
と
、
中
国
仏
教
に
お
け
る
「
祖
・
宗
」
の
認
識
問
題

の
論
争
は
更
に
激
し
く
な
る
。
禅
宗
の
契
嵩
は
「
上
皇
帝
書
」
に
、

　
　
能
仁
氏
の
垂
教
は
、
必
ず
禅
を
以
て
其
の
「
宗
」
と
為
し
て
、

　
　
仏
を
其
の
「
祖
」
と
為
す
。
「
祖
」
と
は
、
乃
ち
其
の
教
の
大

　
　
範
。
「
宗
」
と
は
、
乃
ち
其
の
教
の
大
統
。
大
統
、
明
か
さ
ざ

　
　
れ
ば
、
則
ち
天
下
の
仏
を
学
ぶ
者
は
、
其
の
詣
す
る
所
を
一
な

　
　
る
こ
と
得
ず
。
大
範
、
正
さ
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の
証
す
る
所
を

　
　
質
す
こ
と
得
ず
。

　
　
〔
能
仁
氏
之
垂
教
、
必
以
禅
為
其
宗
、
而
仏
為
其
祖
。
祖
者
乃

　
　
其
教
之
大
範
、
宗
者
乃
其
教
之
大
統
。
大
統
不
明
、
則
天
下
学

　
　
仏
者
、
不
得
一
其
所
詣
。
大
範
不
正
、
則
不
得
質
其
所
証
。
〕

　
　
（
『
伝
法
正
宗
記
』
）

と
記
し
、
禅
宗
こ
そ
が
仏
の
正
伝
で
あ
り
、
仏
教
各
派
を
牛
耳
る
存

在
で
あ
る
と
し
た
。

　
契
嵩
の
説
に
対
し
、
天
台
宗
の
史
伝
書
『
釈
門
正
統
』
で
は
、
天

台
僧
の
子
肪
や
従
義
の
説
を
取
り
上
げ
て
反
論
し
た
だ
け
で
な
く
、

儒
学
者
の
水
心
先
生
葉
適
の
「
宗
記
序
」
を
も
引
用
し
、
禅
宗
の
弊

害
を
是
正
し
よ
う
と
し
た
。
「
宗
記
序
」
の
大
意
は
以
下
の
よ
う
で

あ
る
。

　
　
慧
可
か
ら
慧
能
ま
で
の
禅
徒
は
自
ら
「
宗
」
と
称
し
、
そ
の
学

　
　
説
は
数
千
万
の
言
に
及
ん
だ
。
宋
代
の
永
嘉
人
飽
埜
が
こ
の
よ

　
　
う
な
禅
教
に
傾
倒
し
、
禅
宗
の
文
献
を
編
集
し
、
百
篇
の
書
に

　
　
要
約
し
た
。
さ
ら
に
「
禅
の
教
え
は
仏
の
教
え
で
は
な
く
、
そ

　
　
れ
は
中
国
の
教
え
が
仏
の
境
地
に
達
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
述

　
　
べ
た
。
仏
の
教
え
が
中
国
に
伝
え
ら
れ
た
当
初
、
学
す
る
者
は
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●

　
　
そ
の
難
し
さ
に
戸
惑
い
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
後
に
、
胡
僧

　
　
達
磨
が
仏
典
を
棄
て
、
「
己
に
即
し
て
仏
に
成
る
」
と
教
え
た

　
　
が
、
学
す
る
者
は
そ
れ
を
疑
っ
て
従
わ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
慧

　
　
可
や
僧
簗
な
ど
数
人
の
み
が
追
随
し
、
そ
し
て
現
在
に
至
る
ま

　
　
で
流
行
し
た
。
私
は
、
仏
と
己
と
が
い
か
な
る
関
係
を
有
す
る

　
　
か
を
知
る
由
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
の
民
衆
は
、
本
来

　
　
の
仏
の
教
え
に
背
き
、
仏
の
教
え
を
自
ら
作
ろ
う
と
し
、
本
来

　
　
の
仏
の
言
葉
に
逆
ら
い
、
仏
の
言
葉
を
自
ら
作
ろ
う
と
し
、
己

　
　
が
仏
で
あ
り
、
さ
ら
に
仏
を
超
え
た
と
思
っ
た
こ
と
は
知
っ
て

　
　
い
る
。
こ
れ
は
、
中
国
の
民
衆
の
罪
で
あ
っ
て
、
仏
の
過
ち
で

　
　
は
な
い
。

　
『
釈
門
正
統
』
は
、
そ
の
書
名
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
天
台
の

教
え
こ
そ
が
釈
門
の
正
統
で
あ
る
と
主
張
し
た
書
物
で
あ
る
。
禅
宗

に
対
す
る
批
判
も
随
処
に
見
ら
れ
る
。
仮
り
に
「
祖
・
宗
」
に
対
す

る
独
自
の
認
識
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
宗
派
間
の
論
争
が
見
ら

れ
る
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
中
国
階
唐
時
代
に
お
い
て
大
法
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
が
、
大
法
を
巡
る
正
統
性
の
所
属
も
新
た
な
問
題
と
な
り
、
各
宗

派
は
土
ハ
存
し
つ
つ
も
、
祖
統
説
な
ど
の
面
に
お
い
て
、
激
し
い
対
立

し
た
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。

二
、
留
学
僧
の
宗
・
祖
認
識

新
川
先
生
は
、
唐
か
ら
帰
朝
し
た
最
澄
が
、
一
向
大
乗
寺
の
構
想

を
も
と
に
南
都
か
ら
独
立
し
、
比
叡
山
で
菩
薩
僧
を
育
成
し
て
、
日

本
天
台
宗
を
創
設
し
、
従
来
に
は
存
在
し
な
い
一
寺
一
宗
門
の
あ
り

方
を
作
っ
た
と
発
表
さ
れ
た
。

　
南
都
仏
教
と
の
論
争
に
よ
る
一
乗
思
想
の
確
立
、
そ
し
て
、
大
乗

菩
薩
戒
壇
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
日
本
天
台
宗
は
新
し
い
宗
派
と
し

て
、
当
時
の
南
都
六
宗
と
肩
を
並
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
宗
派

確
立
の
過
程
に
お
い
て
、
最
澄
の
宗
・
祖
認
識
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
大
乗
戒
壇
の
設
立
を
め
ぐ
り
、
南
都
の
僧
綱
と
激
し
く
攻
防
を
繰

り
返
し
た
最
澄
は
、
大
乗
戒
の
理
念
を
主
張
す
る
た
め
に
、
『
顕
戒

論
』
を
著
し
て
天
皇
に
奉
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
、
一
緒
に
天
皇
に

献
上
し
た
の
が
『
内
証
仏
法
血
脈
譜
』
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
勿
論
、

南
都
仏
教
と
同
じ
よ
う
に
、
天
台
宗
の
正
統
性
を
主
張
す
る
た
め
で

あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
南
都
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
中
国
の
師
資

相
承
の
最
新
の
系
譜
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
中
国
天
台
系
統
の
「
天

台
法
華
宗
相
承
師
血
脈
譜
」
を
中
心
と
す
る
こ
の
血
脈
譜
は
、
円
密

戒
禅
の
四
宗
の
代
々
相
承
し
た
祖
師
の
名
を
取
り
上
げ
、
最
澄
が
新

設
し
た
天
台
宗
こ
そ
が
中
国
仏
教
の
正
統
性
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ

る
と
主
張
し
た
。
『
内
証
仏
法
血
脈
譜
』
の
最
後
に
は
、
以
下
の
一

文
が
見
ら
れ
る
。

　
　
仏
法
の
血
脈
、
一
家
の
承
く
る
所
、
略
し
て
上
に
列
す
る
が
如

　
　
し
。
将
来
の
法
孫
、
例
に
依
り
て
名
を
加
え
、
庶
わ
く
は
法
の

　
　
有
在
す
る
こ
と
を
示
す
。
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〔
仏
法
血
脈
、
一
家
所
承
、
略
如
上
列
。
将
来
法
孫
、
依
例
加

　
　
名
、
庶
示
法
有
在
也
。
〕
（
『
内
証
仏
法
血
脈
譜
』
『
伝
教
大
師
全

　
　
集
』
第
一
）

中
国
仏
教
の
主
な
法
脈
を
背
負
っ
て
い
る
と
い
う
最
澄
の
自
負
心
の

強
さ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
『
台
州
録
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
仏
法
の

血
脈
の
ほ
か
に
、
智
者
大
師
の
説
法
姿
の
影
像
も
最
澄
に
よ
っ
て
日

本
に
請
来
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
み
る
と
、
最
澄
の
「
宗
・

祖
」
に
対
す
る
認
識
は
、
当
時
の
中
国
仏
教
の
「
宗
・
祖
」
観
と
そ

れ
ほ
ど
違
わ
な
い
と
言
え
よ
う
。
天
慶
年
間
（
九
三
八
～
九
四
六
）
、

比
叡
山
法
華
堂
が
天
竺
・
中
国
出
身
で
あ
る
十
九
人
の
天
台
祖
師
の

画
像
を
掛
け
、
参
拝
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
も
、
最
澄
の
「
宗
・

祖
」
認
識
を
忠
実
に
遵
守
し
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

　
最
澄
と
同
じ
時
期
に
唐
に
留
学
し
、
日
本
真
言
宗
を
創
設
し
た
空

海
も
、
中
国
仏
教
の
「
宗
・
祖
」
観
を
受
け
継
い
だ
。
現
在
、
多
く

の
真
言
宗
寺
院
の
本
堂
で
、
真
言
八
祖
の
画
像
が
奉
ら
れ
て
い
る
。

『
御
将
来
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
空
海
は
師
の
恵
果
が
説
い
た
「
図
書

　
よに
仮
ら
ざ
れ
ば
、
相
伝
す
る
こ
と
能
わ
ず
」
の
勧
め
に
従
い
、
唐
よ

り
金
剛
智
、
不
空
、
善
無
畏
、
一
行
、
恵
果
の
五
祖
の
面
影
を
日
本

に
請
来
し
た
。
ま
た
帰
朝
後
に
は
、
真
言
宗
の
創
設
に
伴
い
、
イ
ン

ド
密
教
の
竜
猛
、
竜
智
の
二
祖
を
加
え
、
こ
れ
ら
を
一
宗
の
「
祖
」

と
し
て
拝
み
始
め
た
。
そ
の
後
、
空
海
の
像
も
追
加
さ
れ
、
師
資
相

承
の
証
と
し
て
の
真
言
八
祖
の
画
像
が
よ
う
や
く
完
結
し
た
の
で
あ

る
。　
最
澄
や
空
海
に
見
ら
れ
る
血
脈
譜
、
祖
師
像
へ
の
崇
拝
に
は
、
イ

ン
ド
仏
教
に
は
存
在
し
な
い
、
中
国
的
な
祖
先
祭
祀
の
要
素
が
見
ら

れ
る
。
先
祖
の
血
脈
や
先
祖
の
画
像
を
尊
び
、
大
事
に
す
る
こ
と
は
、

自
己
の
存
在
の
連
続
性
を
意
識
し
、
そ
こ
に
価
値
を
認
め
る
こ
と
で

あ
る
。
最
澄
の
天
台
宗
と
空
海
の
真
言
宗
が
の
ち
に
、
南
都
六
宗
を

超
え
、
日
本
仏
教
の
基
盤
と
な
っ
た
理
由
は
、
そ
の
独
自
の
教
理
教

学
の
み
な
ら
ず
、
血
脈
譜
や
祖
師
像
な
ど
の
精
神
的
紐
帯
を
用
い
た

教
団
の
結
束
が
極
め
て
強
か
っ
た
こ
と
に
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
高
麗
義
天
の
禅
宗
認
識

　
金
天
鶴
先
生
は
、
新
羅
下
代
（
七
八
〇
～
九
三
五
）
に
お
け
る
新

参
組
の
禅
宗
の
台
頭
、
新
羅
旧
来
の
華
厳
宗
が
如
何
に
し
て
禅
宗
を

受
容
し
、
あ
る
い
は
妥
協
し
た
か
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。

　
新
羅
の
華
厳
宗
が
禅
を
「
達
磨
円
宗
」
と
称
し
、
一
体
化
さ
せ
よ

う
と
努
力
し
た
点
に
深
い
関
心
を
覚
え
る
と
同
時
に
、
新
羅
の
禅
宗

が
果
た
し
て
中
国
の
禅
宗
と
同
じ
思
想
を
有
し
た
の
か
と
の
感
想
を

持
っ
た
。

　
高
麗
時
代
に
活
躍
し
た
大
覚
国
師
義
天
（
一
〇
五
五
～
＝
〇
一
）

は
、
文
宗
（
一
〇
一
九
～
｝
〇
八
三
）
の
第
四
王
子
と
し
て
生
ま
れ
、

十
一
歳
で
出
家
し
た
。
義
天
は
三
十
一
歳
の
時
、
宋
地
に
赴
き
、
明

州
や
杭
州
に
隠
棲
す
る
天
台
宗
や
華
厳
宗
の
高
徳
五
十
余
人
を
訪
ね
、

教
え
を
請
う
た
。
帰
国
に
際
し
、
義
天
は
宋
地
の
最
新
の
研
究
書
籍

三
千
余
巻
を
持
ち
帰
り
、
後
に
、
遼
国
な
ど
の
典
籍
と
併
せ
て
仏
典

の
目
録
「
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
」
を
刊
行
し
た
。
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し
か
し
、
義
天
は
、
目
録
を
「
諸
宗
」
と
名
付
け
た
も
の
の
、
中

国
で
流
行
し
た
禅
宗
の
語
録
や
文
献
を
一
冊
も
収
録
し
て
い
な
い
。

義
天
は
、
宋
僧
戒
珠
（
九
八
五
～
一
〇
七
七
）
が
禅
宗
批
判
と
し
て

著
し
た
「
別
伝
心
法
議
」
を
読
み
、
以
下
の
よ
う
な
感
想
を
書
い
た
。

　
　
「
今
禅
は
古
禅
と
比
べ
、
名
実
と
も
に
大
き
く
異
な
り
、
古
代

　
　
の
禅
者
は
教
に
依
っ
て
禅
を
習
す
る
に
対
し
、
今
の
禅
者
は
教

　
　
を
離
れ
た
禅
を
説
く
の
み
で
あ
る
。
禅
を
説
く
者
は
か
た
ち
の

　
　
み
に
執
着
し
、
そ
の
内
実
を
忘
れ
、
禅
を
習
す
る
者
こ
そ
詮
釈

　
　
に
よ
っ
て
仏
の
宗
旨
を
得
る
。
戒
珠
の
議
弁
は
今
の
禅
者
の
異

　
　
説
を
救
い
、
古
聖
の
正
道
を
回
復
さ
せ
た
。
遼
国
で
は
偽
書
妄

　
　
言
な
ど
を
理
由
に
、
『
六
祖
壇
経
』
や
『
宝
林
伝
』
な
ど
の
書

　
　
物
を
焼
却
し
た
。
し
か
し
、
中
国
で
流
行
し
た
禅
書
は
、
異
端

　
　
の
要
素
を
含
む
も
の
が
多
い
た
め
、
中
国
で
は
正
し
い
教
え
が

　
　
存
続
さ
れ
て
い
な
い
と
疑
う
者
も
高
麗
に
は
い
た
。
い
ま
戒
珠

　
　
の
議
弁
を
見
て
、
や
は
り
中
国
に
は
護
法
の
菩
薩
が
い
る
こ
と

　
　
が
分
か
っ
た
。
」
（
「
別
伝
心
法
議
祓
」
『
釈
門
正
統
』
巻
八
「
護

　
　
法
外
伝
」
）

　
義
天
は
、
宋
代
の
中
国
禅
の
本
質
が
古
来
の
禅
と
は
異
な
る
点
を

指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
な
教
に
依
っ
て
禅
を
習
う
古
禅
と
は
、
華
厳

と
深
く
関
連
す
る
新
羅
の
禅
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
唐

代
の
中
国
禅
の
語
録
や
祖
統
説
を
代
表
す
る
『
六
祖
壇
経
』
と
『
宝

林
伝
』
は
、
新
羅
に
お
い
て
は
、
遼
国
の
影
響
を
受
け
、
永
ら
く
偽

書
扱
い
さ
れ
て
い
た
点
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
新
羅
時

代
や
高
麗
時
代
初
期
の
禅
宗
は
、
中
国
禅
の
主
流
や
祖
統
を
汲
み
取

っ
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
金
先
生
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
碑
文
の

例
の
中
で
も
、
空
海
や
最
澄
が
示
し
た
「
宗
・
祖
」
観
と
異
な
り
、

禅
宗
の
血
脈
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
点
が
印
象
的
で
あ
る
。
新

羅
下
代
に
お
け
る
禅
宗
の
勃
興
を
示
す
重
要
な
出
来
事
は
、
禅
宗
九

山
の
分
立
で
あ
り
、
仮
に
前
掲
し
た
義
天
の
指
摘
が
、
中
国
禅
に
対

す
る
新
羅
禅
宗
の
一
般
的
な
見
解
で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
九
山
は
実

際
に
如
何
な
る
禅
法
を
行
い
、
如
何
な
る
血
脈
を
継
承
し
、
如
何
な

る
禅
籍
を
読
ん
で
い
た
か
に
つ
い
て
、
更
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

四
、
中
唐
の
士
大
夫
と
天
台
宗

　
陳
先
生
は
、
中
唐
の
文
豪
柳
宗
元
（
七
七
三
～
八
一
九
）
の
事
例

を
中
心
に
、
唐
代
文
人
の
仏
教
宗
派
意
識
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。

　
柳
宗
元
に
つ
い
て
、
天
台
宗
か
ら
の
評
価
は
最
も
高
か
っ
た
。
ま

ず
、
『
釈
門
正
統
』
巻
八
、
「
禅
宗
相
渉
載
記
」
で
は
、
禅
宗
を
批
判

す
る
際
、
天
・
禅
二
宗
の
正
統
性
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
第
三

者
で
あ
る
柳
宗
元
が
撰
す
る
「
大
鑑
碑
」
、
「
竜
安
碑
」
、
「
無
姓
碑
」

の
三
文
（
い
ず
れ
も
『
全
唐
文
』
巻
五
八
七
に
あ
る
）
を
取
り
上
げ
、

儒
学
者
で
さ
え
も
、
仏
教
に
お
け
る
天
台
の
正
統
性
を
認
め
て
お
り
、

禅
宗
が
古
来
異
端
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
次

に
、
柳
宗
元
が
浄
土
を
讃
え
て
著
し
た
「
東
海
若
」
と
い
う
短
編
も
、

宋
代
天
台
の
浄
土
文
献
の
類
書
『
楽
邦
文
類
』
に
収
録
さ
れ
、
「
東

海
若
の
一
篇
は
、
誠
に
樂
邦
文
類
の
冠
と
為
す
」
と
編
者
の
宗
暁
に

絶
賛
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
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柳
宗
元
の
仏
教
宗
派
意
識
は
、
自
ら
撰
述
し
た
「
無
姓
碑
」
に
い

う
よ
う
に
、
天
台
教
学
に
相
当
程
度
傾
い
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

同
時
代
に
お
い
て
、
柳
宗
元
に
類
似
す
る
考
え
方
を
有
し
た
士
大
夫

は
翰
林
学
士
の
梁
粛
（
七
五
一
～
七
九
三
）
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
い
。

　
梁
粛
は
、
天
台
第
九
祖
の
湛
然
に
師
事
し
、
三
十
六
歳
の
時
、
天

台
智
顕
の
『
摩
詞
止
観
』
を
剛
補
改
定
し
、
『
刷
定
止
観
』
六
巻
を

著
し
た
。
梁
粛
の
文
章
力
に
は
定
評
が
あ
り
、
韓
愈
が
模
倣
す
る
ほ

ど
優
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
た
。
柳
宗
元
も
、
「
先
友
記
」
（
『
柳
河
東

集
』
巻
十
二
）
の
中
で
、
「
最
も
文
を
能
く
す
と
為
す
」
と
讃
歎
す

る
。
こ
の
た
あ
、
後
の
天
台
宗
が
『
剛
定
止
観
』
に
与
え
た
評
価
は

極
め
て
高
い
。
宋
代
の
呉
克
己
の
「
重
刊
刷
定
止
観
序
」
（
『
仏
祖
統

紀
』
巻
五
十
）
で
は
、
『
刷
定
止
観
』
を
救
世
明
道
の
書
と
位
置
づ

け
、
「
も
し
皇
帝
官
僚
が
読
め
ば
、
廃
仏
の
よ
う
な
行
為
は
起
こ
ら

ず
、
も
し
儒
教
学
者
が
読
め
ば
、
排
仏
の
よ
う
な
論
調
を
講
じ
こ
と

な
し
、
も
し
禅
僧
が
読
め
ば
、
「
教
外
別
伝
」
と
い
う
自
他
を
欺
す

異
説
を
判
明
で
き
る
、
も
し
教
僧
が
読
め
ば
、
仏
教
の
名
相
分
別
に

執
着
し
苦
し
む
こ
と
な
く
な
る
」
と
し
て
、
そ
の
価
値
を
示
し
た
。

　
天
台
関
連
の
碑
文
を
撰
述
し
た
こ
と
も
、
梁
粛
と
柳
宗
元
の
共
通

点
で
あ
る
。
『
釈
門
正
統
』
巻
二
「
梁
粛
伝
」
に
よ
れ
ば
、
梁
粛
が

撰
し
た
「
天
台
山
禅
林
寺
碑
」
や
「
荊
渓
大
師
碑
」
は
、
「
今
に
至

る
山
家
の
金
石
の
文
は
、
唯
だ
此
の
二
碑
を
冠
と
為
す
」
と
の
評
価

を
得
た
だ
け
で
な
く
、
同
時
代
の
柳
宗
元
、
宋
代
の
晃
説
之
な
ど
の

天
台
関
連
の
碑
文
撰
述
に
も
影
響
を
与
え
た
と
い
う
。

　
共
に
四
十
代
で
残
し
た
梁
粛
と
柳
宗
元
は
、
天
台
宗
に
対
す
る
基

本
的
姿
勢
も
非
常
に
似
通
っ
て
い
た
。
梁
粛
が
柳
宗
元
に
直
接
の
影

響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
は
、
実
証
し
難
い
が
、
当
時
の
一
部
の
士

大
夫
が
仏
教
の
各
宗
派
と
積
極
的
に
接
し
、
そ
れ
ら
の
教
義
を
取
捨

選
択
し
た
様
子
は
、
両
者
の
例
か
ら
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
地
理
環
境
に
お
け
る
宗
派
形
態
の
差
異

　
張
先
生
は
、
唐
代
天
台
宗
に
お
け
る
天
台
山
系
統
と
玉
泉
寺
系
統

の
各
自
の
変
遷
を
例
と
し
て
、
宗
派
の
存
在
価
値
は
地
域
の
環
境
に

左
右
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
発
表
さ
れ
た
。

　
日
本
の
円
仁
（
七
九
四
～
八
六
四
）
は
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』

の
中
で
、
志
遠
、
文
鑑
な
ど
の
天
台
宗
五
台
山
系
統
の
僧
侶
に
参
学

し
た
こ
と
を
記
し
、
五
台
山
系
統
の
天
台
教
学
は
本
家
の
国
清
寺
と

肩
を
並
べ
る
ほ
ど
、
唐
代
中
国
の
北
方
に
お
け
る
天
台
研
究
の
中
心

で
あ
る
と
紹
介
し
た
。

　
『
宋
高
僧
伝
』
巻
二
七
「
含
光
伝
」
に
よ
れ
ば
、
天
台
第
九
祖
の
、

湛
然
は
五
台
山
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
『
仏
祖
統
紀
』
巻

二
六
「
浄
土
立
教
志
」
に
よ
れ
ば
、
五
台
山
の
竹
林
寺
の
創
建
者
で

あ
る
法
照
は
、
天
台
玉
泉
寺
系
統
の
恵
真
の
孫
弟
子
で
あ
る
と
い
う
。

　
天
台
山
系
統
と
玉
泉
寺
系
統
の
双
方
か
ら
影
響
を
受
け
た
五
台
山

系
統
の
天
台
教
学
の
形
成
に
つ
い
て
、
地
理
的
環
境
か
ら
如
何
に
理

解
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
更
に
検
討
す
べ
き
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
一
般
的
に
、
宗
教
指
導
者
の
強
い
影
響
力
、
或
い
は
政
治
権
力
に
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よ
る
介
入
に
よ
り
宗
派
の
形
態
は
大
き
く
変
貌
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。
確
か
に
、
強
い
指
導
者
の
出
現
は
転
機
と
な
る
。
例
え
ば
、

禅
宗
の
百
丈
懐
海
（
七
四
九
～
八
一
四
）
は
、
清
規
を
著
し
、
自
給

自
足
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
よ
り
、
江
西
洪
州
の
百
丈
山
に
新
し
い

禅
宗
教
団
を
形
成
し
た
。
天
台
宗
の
四
明
知
礼
（
九
六
〇
～
一
〇
二

八
）
が
、
天
台
教
学
の
中
心
を
天
台
山
国
清
寺
か
ら
明
州
の
延
慶
寺

に
移
し
た
こ
と
も
、
宗
教
指
導
者
の
強
い
影
響
力
の
あ
ら
わ
れ
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
唐
の
都
・
長
安
に
お
け
る
密
教
の
勃
興
、
玄
　
一
門

の
興
起
も
、
国
家
権
力
の
介
入
と
深
く
関
連
す
る
。
さ
ら
に
、
宋
代

に
お
け
る
天
下
の
寺
院
を
「
律
・
禅
・
教
」
の
一
二
類
に
分
類
し
、

「
五
山
十
刹
」
制
度
が
実
行
さ
れ
た
こ
と
も
、
国
策
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
。
一
方
で
、
国
の
宗
教
政
策
に
よ
り
、
宗
派
形
態
を
変
え
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
五
台
山
系
統
の
天
台
教
学
は
、
国
家
の
破
仏

政
策
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
歴
史
の
舞
台
か
ら
永
遠
に
消
え
て
し
ま

っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　
地
理
的
要
素
（
寺
院
の
所
在
地
や
交
通
の
利
便
性
な
ど
）
を
一
因

と
す
る
宗
派
形
態
の
変
遷
や
差
異
を
検
証
す
る
作
業
は
、
量
が
多
く
、

繁
雑
な
点
も
否
定
で
き
な
い
が
、
宗
派
の
形
成
に
つ
い
て
よ
り
多
角

的
な
研
究
に
つ
な
が
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
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